
８月販売開始
７月より一部先行

IT新技術 ユーザーの協力

ＥＴＣ２．０が賢く使う取組を支えていきます

渋滞と事故を減らす ＥＴＣが基本のストレスのない 生産性の高い

賢い料金 賢い料金所 賢い物流管理

ビッグデータに基づく

賢い投資

科学的データ分析で

ピンポイント対策

ネットワークを最適化

する交通マネジメント
ＥＴＣで快適に走行 トラック輸送を最適化

速度データ

利用経路・時間データ

加減速データ 等

道路を賢く使う取組が本格的にスタート

賢く使う主な取組（道路）

これまで把握できなかった

データに基づく科学的分析で

「見える化」

実容量の低下箇所を

ピンポイントで是正
（首都圏はオリンピックを見据えて実施）

課題に応じて効果的・

効率的な対策
（H28年度から５年で死者半減を目指す）

混雑状況などに応じた

動的な料金の導入

大都市における混雑状況に応じた料金
（大都市におけるシームレス料金の影響を

検証した上で順次導入）

ＥＴＣを基本とした料金所を実現

ＥＴＣレーンを主流に設定
（今後２～３年で首都高速で完了）

バーのない新設計料金所の導入
（今年秋頃から圏央道の入口料金所で実験）

トラック運行管理

サービスの試行
(今年秋頃から試行)

ＥＴＣ２．０装着車への

特車通行許可の簡素化
（今年秋頃から導入）

高
速
道
路

生
活
道
路

災害、事故時等の

一般道路への一時退出

災害・事故時の一時退出

路外ガソリンスタンドの活用
（ガソリンスタンド対策も含め、来年度より順次導入）

ＥＴＣを基本とした

対距離料金体系の構築

首都高速で５箇所、阪神高速で６箇所
本線料金所を撤去
（オリンピックまでに都市高速の内側の

本線料金所を撤去）

科学的データ分析でピンポイント対策



ビッグデータに基づく賢い投資 科学的データ分析でピンポイント対策
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危険な抜け道利用 進入口を狭めて抜け道抑制ハンプで速度を低減
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事故多発エリアについて、ビッグデータで急ブレーキ多発箇所等を特定

植栽帯を剪定

目標 ： 首都圏はオリンピックを見据えて実施

高速道路

実容量の低下箇所をピンポイントで是正

単純な拡幅ではなく、路肩を活用して車線を増設

車線運用の見直し
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路肩

既存の道路幅員 既存の道路幅員

課題に応じて効果的・効率的な対策

植栽帯を剪定し、
見通しを確保

植栽帯による
見通しの阻害

急ブレーキ
多発箇所

危険な抜け道

収
集

科
学
的
デ
ー
タ
分
析

賢
い
投
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実容量低下あり

構造上は片側２車線

ビッグデータで、各地点・各断面の

実際に流せる最大交通量（実容量）を見える化

調布付近課題がない
箇所

1,400台

1,000台

（台／車線・時間）

サグ等の
存在で低下

中央道調布付近
（片側２車線）の
車線あたりの実容量

実容量低下なし 実容量低下なし

【中央道調布付近の例】

急ブレーキ発生箇所

急ブレーキ
多発箇所

目標 ： 平成２８年度から５年間で死者 半減を目指す※

※歩行者・自転車乗車中死者

見通しの
悪い交差点



混雑状況などに応じた動的な料金の導入 災害、事故時等の一般道路への一時退出

渋滞と事故を減らす賢い料金
現 在
料金所での出入り交通と出入り時間のみ把握

ETC2.0
高速道路以外も含めた利用経路、利用時間、速度、
加減速データの把握が可能に

大都市における混雑状況に応じた料金

給油のために一時退出した場合でも、
高速を降りずに利用した料金のまま

ネットワークを最適化する
交通マネジメント

目標 ： 大都市圏におけるシームレス料金の
影響を検証した上で順次導入

目標 ： ガソリンスタンド対策も含め、来年度から順次導入

都心混雑時間帯

一時退出
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車両の位置情報

・NEXCO西日本が中国道（美東SA～安佐SA）で路外給油サービス社会実験を実施中
（今年４月～）

路外ガソリンスタンドの活用

混雑状況に
応じて切替

厚木

久喜

経路 距離 料金

圏央道 98.9km 3,770円

首都高速 100.2km 3,180円

圏央道経由より、首都高速経由のほうが料金が安い

一時退出した場合でも、
高速を降りずに利用した料金のまま

＜現在の厚木～久喜間の料金＞

品川線開通後、都心の交通量５％減で渋滞が５割減



※湾岸浮島本線料金所（H24.1 撤去）

【本線料金所撤去のイメージ】

ＥＴＣを基本とした料金所を実現

ＥＴＣが基本のストレスのない賢い料金所

＜撤去前＞

＜撤去後＞

阪神高速で６箇所本線料金所撤去

首都高速で５箇所本線料金所撤去

目標 ： ○７月下旬より順次試行開始

○今後２～３年で首都高速で完了

目標 ： 今年度より試行開始

ＥＴＣレーンを主流に設定

首都高速道路における
対象箇所：２８箇所
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（現況）ＥＴＣが迂回

目標 ：今年秋頃から圏央道の入口料金所で実験

ＥＴＣを基本とした対距離料金体系の構築

ＥＴＣで快適に走行

現
金

現
金

現
金

現
金

本線料金所ETCの能力をフル活用 バーのない新設計料金所の導入

（今後）ＥＴＣが主流

本線料金所

目標 ： オリンピックまでに都市高速の内側の本線料金所を撤去



生産性の高い賢い物流管理
ＥＴＣ２．０装着車への特車通行許可の簡素化

トラック輸送を最適化

目標 ：今年秋頃から開始 目標 ：今年秋頃から試行

トラック運行管理サービスの試行

目的地

物流拠点

出発地

物流拠点

申請した個別の輸送経路のみ通行可能現 在

ＥＴＣ２．０
装着車

国が指定した大型車誘導区間を走行する場合、

輸送経路は自由に選択可能

出発地

目的地

⇒ 渋滞・事故時の迂回ができ、輸送を効率化

大型車誘導区間

出発地

目的地

①一本一本の

経路毎の大量

な申請が必要。

②加えて、定期

的に更新手続

きが必要。

①複数経路を

まとめて１つの

申請に簡素化。

②更新手続きも

自動化。

17:57:30 18:10:20
18:40:05

急ブレーキ－0.42G
急ハンドル 0.05G

急ブレーキ
急ハンドル情報

物流事業者

リアルタイムな位置情報で

正確な到着時刻を予測

⇒ 荷待ち時間を短縮

17:30:13

トラックの位置情報

トラック運転の危険箇所を

ピンポイントで特定

⇒ ドライバーの安全確保

トラック輸送ルート


